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小・中学生

高校生

一　般

一回 回数券(１１回分)

２００

３００

５００
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３,０００

５,０００

３,０００

５,０００

８,０００

富士河口湖町民プール
からのお知らせ

富士河口湖町民プール
からのお知らせ

７月～９月は９時から開館いたします

皆様のお越しをお待ちしております。

午前９時～午後１０時

午前９時～午後 ９時

平　日

土日祝

休館日 木曜日

８月は木曜日も営業いたします。

一回 回数券(１１回分)

３００

５００

８００

利用料金 

(円)

●未就学児無料

●障害者手帳をお持ちの方は半額

●中学生以下の方は、プールのみのご利用となります

●中学生以下の方は保護者の付き添いがない場合、１８時以降の

　利用は出来ません。

●身長１４０cm未満の方は高校生以上の保護者(一緒に入水)が　

必要となります

●町内の事業所にお勤めの方(本人のみ)、町内住所の別荘をお

　持ちの方は町内扱いとなります。

＊免許証・学生証等、身分証明の提示にご協力ください。

　９月２１日(日)　敬老の日・・・町内の６５歳以上の方無料

１０月１２日(月)　体育の日・・・町内の方無料

１１月 ８日(日)　誕生際・・・町内の方無料

以下の日程で無料開放いたします！！

町民の皆様にお得なお知らせ！

指定管理者　

ブルーアース富士河口湖  ℡73-4313

■�期　　間　９月３日（木）～９月６日（日）

■�場　　所　富士桜カントリー倶楽部（小立７１８７－４）

■�募集人数　各日１００名（業務によって、定員あり）

■�募集内容　①スコアラー　　　　　　②キャリング　

　　　　　　 ③スタート・アテスト　　　④固定ギャラリー整理

　　　　　　 ⑤移動ギャラリー整理　 　⑥練習場

　　　　　　 ⑦ギャラリーゲート　　　　⑧スコアカート運搬

　　　　　　 ⑨クリーンスタッフ　　 　⑩スコアボード係り　　他　

　　　　　　※詳細に関しましては、申し込み用紙をご確認ください。

■�特　　典　・当日使用しました、スタッフユニフォームは進呈します。

             ・昼食は用意します。

■応募方法・問合せ先

　　　　　   （株）ダンロップスポーツエンタープライズ内　『３７thフジサンケイクラシック』ボランティア事務局

                   東京都千代田区麹町３－４　トラスティ麹町２F

                   TEL:０３-３２２１-３４０５　　FAX：０３-３２２１-３４１０

                   上記事務局宛にご連絡いただければ、申込用紙を送らせていただきますので、

                   電話でお問い合せいただくか、ＦＡＸもしくは郵送にてご応募ください。

                   ※ＦＡＸ及び郵送でのご応募の際には、「お名前・ご連絡先」のご記入をお願いいたします。 　　　

■ 締　　切　定員になり次第

『３７ｔｈフジサンケイクラシック』ボランティアスタッフ募集！

　富士桜カントリー倶楽部では、９月３日（木）～６日（日）の日程で日本男子ゴルフツアー『３７ｔｈフジサンケイクラ

シック』が開催されます。

今年も、日本のトッププレーヤーが富士桜カントリー倶楽部に集結し、熱い戦いを繰り広げます。

そこで昨年に引き続き、トーナメント運営のお手伝いいただく『ボランティアスタッフ』を募集いたします。

男子プロの迫力のプレーを間近に感じることのできるボランティアスタッフにご参加いただき、

トーナメント運営に、お力を貸していただければと思います。



富
士
北
麓
の
食
生
活
の
変
遷
（
中
）

　
（
前
号
（
戦
前
）
か
ら
つ
づ
き
）

　
河
口
湖
周
辺
で
は
河
川
敷
の
空
き
地
を
耕
し
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
作
付
け
し
、
早
め
に
食
べ
る
も
の

を
作
り
ま
し
た
。
六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
の
梅
雨

期
に
は
湖
の
水
位
が
上
が
り
、
た
ち
ま
ち
畑
は
水
没

し
て
し
ま
う
の
で
、
水
没
す
る
前
に
芋
掘
り
を
行
っ

た
り
、
こ
の
時
期
に
岸
辺
付
近
に
産
卵
に
来
る
鮒
（
フ

ナ
）
を
ザ
ル
で
す
く
い
上
げ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

三
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
は
、
岸
に
吹
き
付
い

た
産
卵
が
終
わ
っ
た
公
魚
（
ワ
カ
サ
ギ
）
を
ザ
ル
に

拾
い
上
げ
た
り
、
野
菜
を
洗
っ
た
り
と
、
湖
も
生
活

に
密
着
し
て
い
ま
し
た
。

　
果
物
事
情
も
良
く
は
な
く
、
夏
は
夏
み
か
ん
、
桃
、

葡
萄
（
ブ
ド
ウ
）
、
秋
は
リ
ン
ゴ
、
冬
は
み
か
ん
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
産
地
か
ら
直
接
売
り

に
来
る
ま
で
手
に
入
ら
な
い
貴
重
な
も
の
で
し
た
。

一
般
庶
民
が
口
に
で
き
る
の
は
、
風
邪
を
ひ
い
て
寝

込
ん
だ
時
く
ら
い
で
す
。

　
各
家
庭
で
は
、
杏
や
ボ
タ
ン
キ
ュ
ウ
（
本
当
の
名

前
は
知
り
ま
せ
ん
）
の
木
や
柿
の
木
が
一
、
二
本
ほ

ど
庭
先
に
植
え
て
あ
り
、
数
少
な
い
果
物
の
味
覚
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
同
じ
果
物
で
も
、
山
野
に
あ

る
フ
ジ
ザ
ク
ラ
の
実
や
、
桑
の
実
、
木
苺
（
キ
イ
チ
ゴ
）

は
よ
く
食
べ
ま
し
た
。

　　
戦
後
、
食
糧
事
情
は
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
、
少
し

ず
つ
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
朝
は
モ
ロ
コ
シ
団

子
、
昼
は
麦
飯
、
夜
は
ほ
う
と
う
の
献
立
は
し
ば
ら

く
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
献
立
が
月
並
み
に

な
ら
な
い
よ
う
工
夫
も
必
要
で
し
た
。

　
朝
は
、
団
子
と
前
夜
の
残
り
の
ほ
う
と
う
を
水
で

薄
め
て
沸
か
し
、
漬
け
物
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
塩
で
茹

で
た
「
塩
煮
（
し
お
に
）
」
を
囲
炉
裏
の
火
で
焼
い
て

食
べ
て
食
べ
た
り
、
団
子
を
熱
し
た
灰
の
中
に
入
れ

て
焼
い
て
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
香
ば
し
く

て
乙
な
味
で
し
た
。
団
子
は
主
に
朝
食
に
食
べ
ま
し

た
が
、
子
ど
も
の
三
時
の
お
や
つ
と
し
て
も
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

　
昼
は
、
麦
飯
と
、
副
食
と
し
て
漬
け
物
や
葱
を
細

か
く
切
り
味
噌
と
混
ぜ
合
わ
せ
た
「
葱
味
噌
」
を
よ

く
食
べ
ま
し
た
。
夏
季
限
定
の
「
胡
瓜
の
味
噌
和
え
」

も
毎
日
の
よ
う
に
食
卓
に
載
り
ま
し
た
。
秋
に
は
魚

屋
が
自
転
車
で
売
り
に
来
る
秋
刀
魚
、
ホ
ッ
ケ
を
焼

い
て
食
べ
た
り
、
野
菜
を
味
噌
で
煮
て
食
べ
た
り
し

ま
し
た
。

　
夕
食
は
、
専
ら
「
ほ
う
と
う
」
で
す
。
ほ
う
と
う
の

麺
は
、
時
間
的
に
余
裕
が
あ
る
年
寄
り
や
子
ど
も
が

作
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
小
学
生
も
高
学
年
に

な
る
と
、
ほ
う
と
う
の
作
り
方
を
母
親
や
祖
母
な
ど

か
ら
伝
授
し
、
季
節
の
野
菜
を
入
れ
て
作
っ
た
も
の

で
す
。
昼
食
の
残
り
の
麦
飯
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
き

れ
い
に
食
べ
ま
し
た
。
夕
食
が
済
む
と
、
明
朝
の
食

事
の
準
備
で
す
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
を
ふ
る
い
で

振
る
い
、
熱
湯
を
注
ぎ
、
捏
ね
て
団
子
を
作
り
ま
す
。

重
曹
を
入
れ
る
と
格
別
に
お
い
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
献
立
ば
か
り
で
は
飽
き
て
し
ま
う
の
で
、

た
ま
に
は
違
っ
た
も
の
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。
皮
を

剥
い
た
大
麦
（
丸
麦
と
言
う
）
を
囲
炉
裏
で
長
時
間

グ
ツ
グ
ツ
煮
た
「
え
ま
し
ば
く
」
を
作
っ
た
り
、
え
ま

し
ば
く
の
中
に
「
い
ん
げ
ん
の
種
」
を
入
れ
た
り
し

ま
し
た
。え
ま
し
ば
く
は
、ぬ
る
ぬ
る
と
し
た
も
の
で
、

麦
の
お
粥
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
ま
た
、
秋
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
時
に
は
「
お
ね
り
」

と
い
う
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
采
の
目
に
切
っ
て
、
茹
で
、

柔
ら
か
く
な
っ
た
頃
を
見
計
ら
っ
て
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
粉
を
入
れ
、
か
き
混
ぜ
て
作
っ
た
も
の
を
食
べ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
家
畜
の
飼
料
の
よ
う
な
も
の
で
、

今
思
い
返
す
と
よ
く
そ
ん
な
も
の
を
食
べ
た
な
と

思
い
ま
す
。

　
ご
馳
走
を
口
に
で
き
る
の
は
、
お
盆
、
お
正
月
、
お

祭
り
の
時
だ
け
で
し
た
が
、
こ
の
時
は
、
米
一
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の
ご
飯
、
天
ぷ
ら
等
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
お
正
月
用
の
お
餅
も
少
な
く
と
も
五

臼
（
一
臼
は
二
升
五
合
）
以
上
搗
く
家
庭
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
中
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
を

混
ぜ
る
家
庭
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
小
正
月
に
は
、
座
敷
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
く
ら
い

の
繭
玉
飾
り
（
当
地
で
は
「
も
ち
ば
ら
」
と
い
う
）
を

作
り
ま
し
た
。
米
粉
を
熱
湯
で
練
り
、
直
径
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
大
き
さ
に
丸
め
た
り
、
少
し

長
細
く
し
て
形
を
繭
玉
に
似
せ
て
作
っ
た
り
し
た

も
の
を
茹
で
、
切
っ
て
き
た
木
の
枝
に
刺
し
て
「
も

ち
ば
ら
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
同
時
に
米
粉
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
粉
で
お
饅
頭
も
た
く
さ
ん
作
り
ま
し
た
が
、

相
変
わ
ら
ず
砂
糖
が
貴
重
だ
っ
た
た
め
、
砂
糖
の
代

わ
り
に
サ
ッ
カ
リ
ン
を
使
用
し
た
餡
、
塩
餡
を
入
れ

て
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
お
正
月
の
保
存

食
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
、
お
店
で
お
菓
子
を
売
っ
て
い
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
子
ど
も
の
お
や
つ
は
、
一
般
的
に
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
団
子
で
す
。
夏
に
な
る
と
焼
き
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
胡
瓜
を
縦
に
二
つ
割
り
に
し
て
味
噌
を
挟

ん
だ
も
の
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
秋
に
は
ふ
か

し
サ
ツ
マ
イ
モ
、
さ
ら
し
柿
、
冬
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

塩
茹
、
干
し
柿
、
煎
り
豆
が
主
な
も
の
で
し
た
。

　
簡
単
な
お
や
つ
で
は
、
鳴
沢
菜
の
蕪
で
、
畑
で
菜

を
採
り
、
蕪
を
切
り
離
し
、
土
を
葉
で
さ
っ
と
拭
き

取
り
、
皮
を
剥
い
て
ガ
リ
ガ
リ
と
食
べ
ま
す
が
、
こ

れ
が
ま
た
甘
く
お
い
し
か
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。
畑
で
は
、
青
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
茎
の

汁
も
味
わ
い
ま
し
た
。
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
茎
は
、
農
協
に
あ
る
圧
縮

機
に
か
け
、
絞
り
汁
を
家
庭
に
持

ち
帰
り
、
時
間
を
か
け
て
煮
詰
め

て
飴
を
作
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
私
の
子
ど
も
時
代
の
お
や
つ
は
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
想
像
し
が

た
い
も
の
で
あ
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

《
※
次
号
に
つ
づ
く
》

　
（
特
別
寄
稿
　
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
・

　
　
　
　
　
　
　 

古
文
書
調
査
会
　
小
林
那
津
子
）

広
報
富
士
河
口
湖

　
２８



広
報
富
士
河
口
湖

　
２９

か
わ
テ
コ
サ
ー
ク
ル
、メ
ン
バ
ー
募
集

【
空
手
】
～
一
緒
に
稽
古
し
ま
せ
ん
か
。

山
梨
赤
十
字
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
＊
10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ
＊

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
　
〔
在
職
者
訓
練
〕

富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

退
職
金
は
、国
の
制
度
で

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
【
在
職
者
訓
練
】

　
８
月
の
在
職
者
訓
練
の
お
し
ら
せ

市
町
村
振
興
宝
く
じ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

募

集

　
放
送
大
学
で
は
平
成
21
年
度
第
2
学
期
（
10
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の

方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
出
願
期
間
は
8
月
31
日
ま
で
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー
（
電
話
０
５
５

-

２
５
１-

２
２
３
８
）
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
u
-
a
i
r
.
a
c
.
j
p

＝
左
官
・
タ
イ
ル
教
室
＝

■
日
　
時
　
８
月
22
日
～
23
日
　
午
前
８
時
～
午
後
５
時

■
定
　
員
　
10
名
　
　
■
受
講
料
　
1
5
0
0
0
円

■
締
　
切
　
７
月
31
日
（
金
）

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
　
　
　
　
℡
22
‐
５
２
１
４

＝
エ
ク
セ
ル
応
用
講
座
＝

■
日
　
程
　
９
月
上
旬
か
ら
６
日
間
　
午
後
６
時
～
９
時

　
　
　
　
　
受
講
料
２
１
０
０
円

＝
商
業
簿
記
入
門
「
１
」・「
２
」
講
座
＝

■
日
　
程
　
９
月
中
旬
か
ら
15
日
間
　
午
後
６
時
～
９
時

　
　
　
　
　
受
講
料
4
2
０
０
円

●
い
ず
れ
の
申
込
み
も
、
規
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
以
降
は
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
へ
問
い

　
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

　
　
℡
0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
1
　

　
　F

A
X

0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
2

＝
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｑ
入
門
＝

■
８
月
４
日
・
５
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
受
講
料
３
２
０
０
円

＝
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
講
座
総
合
演
習
＝

■
８
月
４
日
・
５
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
受
講
料
３
２
０
０
円

＝
Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0
0
0
シ
リ
ー
ズ
内
部
監
査
員
養
成
講
座
＝

■
８
月
27
日
・
28
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
受
講
料
２
１
０
０
円

　
リ
ズ
ム
テ
コ
ン
ド
ー
を
通
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
や
危
険
か

ら
身
を
守
る
方
法
を
楽
し
く
習
得
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
７
月
10
日
、24
日
、
８
月
28
日
（
金
曜
日
）

■
対
　
象
　
年
少
か
ら
小
学
生
（
親
子
歓
迎
）

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

■
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円
、
親
子
１
０
０
０
円

●
問
合
先
　
小
槙
一
江
　
℡
７
２
‐
２
２
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
8
0-

3
0
8
0
‐
8
2
8
8

　
空
手
を
通
し
て
精
神
と
身
体
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。
見
学

・
体
験
可
。
運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
毎
週
木
曜
日
　
午
後
７
時
～

■
場
　
所
　
船
津
地
区
公
民
館

■
対
　
象
　
年
長
以
上
※
親
子
歓
迎

●
問
合
先
　
渡
辺
　
℡
0
9
0-

8
0
5
5
‐
8
2
8
5

　
　
　
　
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
y
a
k
u
r
e
n
.
i
n
f
o

○
「
病
院
敷
地
内
全
面
禁
煙
」
に
つ
い
て

　
７
月
１
日
か
ら
病
院
敷
地
内
は
全
面
禁
煙
と
な
り
ま

し
た
。
職
員
は
も
と
よ
り
、
患
者
様
や
そ
の
家
族
及
び
お

見
舞
い
の
方
な
ど
、
病
院
に
出
入
り
す
る
す
べ
て
の
方
々

に
禁
煙
を
お
願
い
し
ま
す

○
「
禁
煙
外
来
」
の
ご
案
内

　
７
月
１
日
か
ら
禁
煙
外
来
を
開
始
し
ま
す
。
禁
煙
を
お

考
え
の
方
、な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
な
ど
お
悩
み
の
方
、

専
門
医
師
が
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
山
梨
赤
十
字
病
院
　
℡
72
‐
２
２
２
２

☆
１
等
・
前
後
賞
あ
わ
せ
て
３
億
円
☆

　
１
等
２
億
円
×
39
本
　
　
２
等
１
億
円
×
39
本

●
発
売
期
間
　
７
月
13
日
（
月
）
～
31
日
（
金
）

●
抽
選
日
　
　
8
月
11
日
（
火
）

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い

町
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の

外
部
積
立
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
掛
金
増
額
助
成
や
掛
金
が
全
額
非
課
税
に
な
る
税
法

上
の
優
遇
な
ど
、
有
利
な
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
　
　
　
　
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　
　
　
　 

 

℡
０
３
‐
３
４
３
６
‐
０
１
５
１
（
代
表
）
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2
0
0
9
年
度
　
富
士
山
検
定
開
催
の
ご
案
内

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
に
つ
い
て

第
７
回 

F
u
j
i
 

は
ぎ
れ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
よ
り

　
～
夏
休
み
特
別
料
金
の
お
知
ら
せ
～

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の

　
　
　
　
参
加
者
募
集

天
体
観
測
「
富
士
の
麓
で
宇
宙
と
花
火
を
見
よ
う
よ
！

　 

in 

カ
チ
カ
チ
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」

■
設
定
期
間
　
７
月
16
日(

木)

～
7
月
31
日(

金)

　

■
設
定
料
金

※
町
民
の
証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
小
学
生
　
名
札
な
ど
）

●
問
合
先
　
（
株
）
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
℡
24-

6
8
8
8

　　
織
物
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
郡
内
で
は
、
多
種
多
様
な

織
物
製
品
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
製
品
の
影

で
多
く
の
は
ぎ
れ
が
不
要
と
な
り
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て

処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
は
ぎ
れ
を
活
用
し
た
個
性
的

な
ア
ー
ト
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ
　
「
は
ぎ
れ
の
再
生
」

■
参
加
料
　
１
次
審
査
　
無
料

　
　
　
　
　
２
時
審
査
　
１
作
品
に
つ
き
千
円

■
受
付
日
　
９
月
１
日
～
15
日

■
表
　
彰
　
は
ぎ
れ
ア
ー
ト
賞
　
１
点
　
30
万
円

　
こ
の
ほ
か
16
点
を
入
賞
作
品
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
℡
24
‐
４
４
０
６

 
 
 
 

　
　
　
　 

 
U
R
L
 
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
.
f
s
p
.
o
r
.
j
p

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
は
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友

好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
16
地
域
で
実
施
し
ま
す
。

■
費
　
用
　
賛
助
金
と
し
て
10
万
円
（
沖
縄
５
万
円
）

●
問
合
先
　
（
財
）
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
03
‐
3
2
6
1
‐
5
5
2
1

　
2
0
0
9
年
は
世
界
天
文
年
。
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ

が
初
め
て
望
遠
鏡
を
使
っ
て
月
や
惑
星
を
観
測
し
た
年

か
ら
4
0
0
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　
天
上
山
公
園
カ
チ
カ
チ
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
は
、
開
業

50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
地
元
の
天
文
愛
好
家
を

講
師
に
向
か
え
、本
格
的
な
望
遠
鏡
を
使
用
し
て
楽
し
く
、

分
か
り
や
す
く
夜
空
の
星
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
河
口
湖
湖
上
祭
前
夜
祭
花
火
大
会
も
あ

り
ま
す
の
で
、
花
火
鑑
賞
も
出
来
ま
す
。

■
日
　
時
　
8
月
4
日
（
火
）
　
午
後
７
時
30
分
～

■
場
　
所
　
河
口
湖
天
上
山
公
園
カ
チ
カ
チ
山
ロ
ー
プ

　
　
　
　
　
ウ
ェ
イ
展
望
台

■
参
加
費
　
無
料
（
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
車
料
金
は
別
途
必
要

　
　
　
　
　
特
別
料
金
大
人
6
3
0
円
　
小
人
3
2
0
円
）

■
定
　
員
　
30
名
　
　
要
申
し
込
み

※
そ
の
他
　
曇
天
、
雨
天
時
は
中
止
。
中
学
生
以
下
は
保

　
護
者
同
伴

●
問
合
先
　
河
口
湖
天
上
山
公
園

　
　
　
　
　
カ
チ
カ
チ
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
　

　
　
　
　
　
　
℡
72-

0
3
6
3

　　
日
本
の
象
徴
「
富
士
山
」
に
関
す
る
知
識
を
さ
ま
ざ
ま

な
側
面
か
ら
問
う
検
定
試
験
で
す
。
富
士
山
が
大
好
き
な

方
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
！

■
受
験
料
　
無
料
（
ど
な
た
で
も
受
検
可
）
　

■
出
題
範
囲
　
自
然
・
文
化
・
生
活
・
歴
史
等
富
士
山
に
関

　
　
　
　
　
　
す
る
全
般

■
受
検
方
法
　
6
月
28
日
、
7
月
5
日
、
12
日
（
日
）
山
梨

　
　
　
　
　
　
日
日
新
聞
の
朝
刊
に
、3
回
に
渡
り
合
計

　
　
　
　
　
　
75
問
の
問
題
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。3
回
の

　
　
　
　
　
　
内
2
回
分
の
解
答
用
紙
に
解
答
・
必
要
事

　
　
　
　
　
　
項
を
記
入
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
　
切
　
８
月
21
日
（
金
）
必
着
。

■
郵
送
先
　
山
梨
日
日
新
聞
社
・
山
梨
放
送
事
業
部
「
富

　
　
　
　
　
士
山
検
定
係
」
郵
便4

0
0
-
8
5
1
5

　
甲
府
市
　

　
　
　
　
北
口
2-

6-

10

※
返
信
用
80
円
切
手
を
同
封
し
て
下
さ
い
、

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
問
題
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
f
u
j
i
s
a
n
k
e
n
t
e
i
.
j
p
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l
)

●
問
合
先
　
山
梨
日
日
新
聞
社
・
山
梨
放
送
事
業
部

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
3
1-

3
1
2
1

　
　
　
　
　
富
士
吉
田
商
工
会
議
所
　
℡
24-

７
１
１
１

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
、
中
小
企

業
金
融
公
庫
及
び
国
際
協
力
銀
行
（
国
際
金
融
等
業
務
）

は
平
成
20
年
10
月
１
日
を
も
っ
て
統
合
し
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
国
の
教
育
ロ
ー
ン
に
つ

い
て
は
、
利
用
で
き
る
方
の
世
帯
の
年
間
所
得
の
上
限
を

変
更
し
て
い
ま
す
。
教
育
に
お
け
る
経
済
的
負
担
の
軽
減

と
教
育
気
の
機
会
均
等
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

■
問
合
先
　
日
本
政
策
金
融
公
庫

■
所
在
地
　
甲
府
市
丸
の
内
２
‐
２
６
‐
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
4
‐
５
３
６
６

フリー

パス券

入園券

中人 2,600円 4,300円

大人 2,900円 4,800円

小人 2,200円 3,500円

大人 500円 1,200円

中人 500円 1,200円

小人 300円 600円

券種 区分 設定料金 通常料金
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美術館から企画展を紹介します！

両洋の眼 ２００９
ー第２０回記念展ー

６月２０日(土)－８月３０日(日)会　期

からのお知らせ

シンボルマークについて

日本絵画においての「日本画｣｢洋画」を、ひとつの眼差しでみる展覧会、その意味通りをかたちにしました。

外側のラインは眉、中側は瞼、上の眉と瞼は東洋(西洋)､下の眉と瞼は西洋(東洋)を表わし、それらが全体と

して1つにオーバーラップして見えるようにデザインしてあります。眼球は2つあり、離れずつながっていると

ころに意味があります。1つのようで2つ、2つのようで1つ、上下を逆さにしても同じに見える両洋の眼。展覧

会のテーマは、この“眼”に集約されていないでしょうか。－早川良雄(グラフィックデザイナー)

会期中無休

主催 ＝ 河口湖美術館/両洋の眼委員会  http://www.ryoyonome.org

青木敏郎

浅野　均

有田　巧

有元容子

安西大

池口史子

井澤幸三

石井礼子

石踊達哉

猪熊佳子

内田あぐり

遠藤彰子

太田冬美

大津英敏

大沼映夫

大野俊明

大畑稔浩

岡村桂三郎

奥村美佳

笠井誠一

カジ・ギャスディン

加藤良造

金森宰司

金森良泰

河嶋淳司

川村悦子

菊地武彦

北田克己

北野治男

絹谷幸二

木村圭吾

國司華子

久野和洋

栗原一郎

小杉小二郎

斉藤典彦

酒井信義

櫻井孝美

佐々木豊

佐藤泰生

佐野ぬい

島田鮎子

島田章三

下田義寛

新恵美佐子

吹田恭啓

末永敏明

菅原さちよ

菅原健彦

諏訪敦

千住博

高橋秀

高橋幸彦

滝純一

滝沢具幸

武田州左

谷川泰宏

玉川信一

田村能里子

崔恩景

千々岩修

司修

津田一江

豊島弘尚

中島千波

中野嘉之

西田俊英

野村義照

箱崎睦昌

林敬二

平岡靖弘

平松礼二

広田稔

福井江太郎

福田美蘭

福本章

松尾敏男

松村公嗣

三浦明範

宮いつき

室越健美

元永定正

森本勇

柳沢正人

藪野健

山羽斌士

山村博男

山本明比古

山本治

山本貞

山本直彰

吉川弘

米谷清和

渡辺恂三

わたなべゆう

出品作家（９５名を予定）

この展覧会のタイトル､『両洋の眼』とは西洋の眼でなくまた東洋

の眼でもない、しいて言えば人間の眼を意味します。我が国では絵

画を、技法や素材によって日本画

と洋画とに区別して考えますが、

今日において、すでにある意味で

はこの区別がなくなりつつある兆

しもみられます｡

『両洋の眼』は、和洋の垣根にとら

われず、多種多様な絵画表現をひ

とつのまなざし、ひとつの感性で観ようというスローガンのもとに、第一線

で活躍する画家たちの最新作を発表してきました。そしてこのたび、１９９０

年の第1回展立ち上げ以来２０年の長きわたって展開してきた美術運動『両

洋の眼』は、この第２０回展をもって終止符を打ち、終了いたします。最終回

となる今回の『両洋の眼 ２００９』では９５名の画家をとりあげます。
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大石紬伝統工芸館が移転オープンしました！

河口湖ハーブフェスティバルが始まりました

お問合せ:観光課　観光振興支援室　℡72-3168／電子メール:kanshin@town.fujikawaguchiko.lg.jp

　大石紬伝統工芸館は、大石地区に伝わる山梨県郷土伝統工

芸品『甲州大石紬織物』の継承を目指して、今から２０年前の

平成元年にそれまで大石保育所として使われていた建物を

改修して開館しました。しかし建物の老朽化が進んだことか

ら、今年の４月２８日に観光客の利便性が高い湖畔エリア（大石

小学校の隣）に新たに移転オープンしました。移転にあたっ

ては、その場所に建っていた古民家も改修して活かし、手織り

の展示、実演、体験を軸に伝統工芸の伝承を図る場所として

ふさわしい外観の施設となりました。

　ところで、大石の紬織にはどんな特徴があるか、ご存知です

か？ 大石紬伝統工芸館を切り盛りする広瀬初江さんにお話を

聞いてきました。「１匹の蚕が作ったきれいな繭を正繭または

本繭といいますが、通常、正繭からとった糸で織ったものが製

品になります。しかしときどき、２匹の蚕が一つの繭を作るこ

とがあり、そのような繭は玉繭またはクズ繭と呼ばれ、玉繭か

らとった糸は所々にコブのようなデコボコがあるため、出荷で

きませんでした。このため、玉繭からとった糸では自分達が着

る物、普段着を織りました。玉繭で織った着物は丈夫で暖かい

のです。大石紬は、縦糸に正繭、横糸に玉繭を使って織ること

により、丈夫で軽く、柔らかく、そしてまた絹特有のすべりの良

さと、なによりも堅牢で絹織物と紬織物の両面の良さを併せ

持つ、他の紬織と異なった風合いを持っています」。

　新しくなった大石紬伝統工芸館では、手軽な「繭動物作り」

「ハーブ染め」「古布ブローチ作り」などの体験が人気ですが、事前に予約をすれば本格的な機織も体験可能です。

（２名まで）。５０cm四方のテーブルセンターを織るには６０分から９０分がかかります。織物が好きで、時々習いに通って

くる町内の小学生もいるそうです。皆様も一度体験して大石紬の良さを感じてみませんか？　　　　　　　

　今年も恒例の河口湖ハーブフェスティバルが始まりました。６月１９日（金）から７月１２日（日）までの２４日間、河口湖

畔の八木崎公園と大石公園を淡い紫色のラベンダーが彩ります。

　ところで、八木崎公園では期間中の平日の毎日夜８時３０分から、富士吉田市出身の童謡歌手、土屋朱帆さんのコン

サートが行われているのをご存知ですか？ コンサートも今年で４年目となりますので土屋さんの歌声を楽しみにして

いる方も多いと思いますが、まだ聞いたことがない方はこの機会にぜひ足をお運び下さい。

大石紬伝統工芸館についてのお問合せ：TEL ７６-７９０１ (火曜定休)
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　来る７月１５日、「西湖いやしの里根場」はオープン３周年を迎えます。

『オープン３周年並びに入場者６０万人突破』を記念して　　　　　　　　　を実施いたします。

この機会にぜひお越し下さい！！

★町民の皆様の入場料は無料になっていますが、この期間中は駐車場も無料になりますので、「町  

　民です」と申し出て下さい。

※７月１５日(水)は、どなたも駐車料・入場料とも無料です!!

町民感謝ＷＥＥＫ町民感謝ＷＥＥＫ町民感謝ＷＥＥＫ

≪詳細お問合せ先≫西湖いやしの里根場総合案内所

ＴＥＬ；０５５５－２０－４６７７　URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

西湖いやしの里根場からのお知らせ

夏の特別企画開催中！夏の特別企画開催中！夏の特別企画開催中！
西湖いやしの里根場では「ふるさとの四季」をテーマにした年中行事を行っています。

工芸館特別企画展 glass & metal
期間；６月２５日（木）～７月２０日（月）　午前１０時～午後５時

工芸館では、山梨県在住の芸術家の個展を開催しています。今回は「ガラスと金工」。
ガラスは北杜市高根町在住の斎藤ゆうさん。金工は奥様の斎藤美樹さん。
そばにあればほっとして、ちょっと心温まる…。そんな作品の数々をぜひご覧下さい。

ツパイ工房（ガラス・金工）　UPL http://homepage3.nifty.com/tupai/

一　粒

而今庵

松　扇

陶芸と香の館

紙の館

土の館

大石紬と布の館

つるしびなの館

こんにゃく遊膳「七夕」

七夕そば＊１日限定２０食

七夕お子様カレーセット　＊サラダ・ジュース・デザート付き

短冊作り（２枚）＊期間中先着５０名様

七夕貼り絵体験

風鈴の色付け体験（１５分～４０分）
出来上がった作品は当日持ち帰りできます。

大石地区で収穫された繭で織姫と彦星を作りましょう！（４０分）

各種布小物製作体験のほか、七夕にちなんだ飾り付けを
店内にする予定

￥１，５００

￥１，０５０

￥７００

￥５００

￥８００

￥１，５００

￥１，０００

￥５００～
￥１，０００

店舗名等 金　額内　　　　容

七夕特別体験とお食事特別メニュー　　期間；６月２０日（土）～７月２０日（月）

風鈴

「織姫」と「彦星」

伝統工芸スズ竹ザル作りの実演

期間；９月までの土・日・月曜日　午前１０時～午後４時
会場：養蚕資料館　囲炉裏端

富士山二合目に自生するスズ竹を使った竹ザ
ルづくりは、江戸時代から伝わる伝統工芸。
伝統工芸士小佐野さんを中心に、ザル学校の
メンバーが技を披露します。特産品加工場で
は製品の販売も行っています。

＊いろりでは火をおこしています。

七夕飾り

期間：６月２０日（土）～７月２０日（月）
会場：ちびっこ広場・各店舗入口

ちびっこ広場に足和田保育所と西浜小学校の
皆さんに協力していただき、笹竹に飾り付け
をしました。七夕の吹き流しも飾っています。
また、各店舗入口に笹竹と短冊を用意しまし
た。願い事を書いて結び付けてください。

皆様の願い事が叶いますように･･･

「田舎あーと」ススキ細工体験

期間；7/4・11・19 、8/1・9・16・30
午前１０時～午後４時　会場；養蚕資料館　囲炉裏端

ススキの葉で作るバッタは、実に素朴な「田

舎あーと」です。ぜひ作り方を覚えて下さい！

体験料金５００円（完成品付き）

いやしの里クイズラリー

期間：７月１８日（土）～８月３１日（月）

＊いやしの里の各棟に用意されたクイズを楽しみながらいやしの里

　内を巡るクイズラリー！！

＊全問正解の方の中から抽選で景品が当たります。

＊小学生以下のお子様には参加賞をその場でプレゼントします！！

耳寄り情報耳寄り情報
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行政相談・心配ごと相談日

7月20日(月)

　
相
談
者
や
効
率
的
な
相
談
の
た
め
、
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
、
弁
護
士
相
談
は
予
約
制
に
な
り

ま
し
た
。

　
7
月
２０
日
の
相
談
の
予
約
は
、は
、7
月
１６
日
（
木
）

ま
で
に
町
役
場
企
画
課
（
７２-

６
０
２
３
）
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
、
1
人
２０
分
間
と

し
ま
す
。

行政相談・心配ごと相談は　　　　　　　です！

町中央公民館

勝山ふれあい
センター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時 午前１０時～１２時

午後１時～４時 午後  １時～ ３時

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

　
　
白
壁
　
勝
雄
　
　
　
72-

0
1
4
3

　
　
小
佐
野
成
太
郎
　
　
83-

2
3
2
0
　

　
　
梶
原
　
一
榮
　
　
　
82-

2
4
4
6

　
　
渡
辺
　
袈
裟
司
　
　
87-

2
3
1
6

町
の
行
政
相
談
委
員
さ
ん
は

7
月
の
多
重
債
務
相
談
日

　
○
日 

程
　
7
月
20
日
（
月
）
　

　
　
　
　
　 

午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
第
2
研
修
室

予約制

■電話相談

◆県民生活センター　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６

◆富士・東部地域地方相談室　ＴＥＬ０５５４－４５－５０３８・７８４３

　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）午前８時３０分～午後５時

◆山梨行政評価事務所　ＴＥＬ０５５－２５２－１４９６

  ●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）午前８時３０分～午後５時

■無料弁護士相談

　毎月４回開設（午後１時～３時30分）

相談は予約制で、１人当たり30分

◆県民生活センター相談室

　　　　　　　（山梨県ＪＡ会館５階）

　　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６

＝県等の機関が行っている各種相談＝

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
5
月
20
日
か
ら
6
月
19
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

吉
野
　
メ
イ
　
　
翔
太
良
　
　
愛
　
　
船
津

石
田
　
皐
羽
　
　
将
　
朋
　
祥
　
巳
　
船
津

三
浦
　
姫
奈
　
　
靜
　
男
　
幸
　
子
　
船
津

渡
邊
　
珠
々
　
　
　
豪
　
　
紫
　
織
　
船
津

加
賀
美
照
英
　
　
壽
　
男
　
修
　
子
　
船
津

加
賀
美
知
寛
　
　
壽
　
男
　
修
　
子
　
船
津

小
林
　
和
真
　
　
剛
　
司
　
裕
　
子
　
船
津

鷲
谷
幸
之
助
　
　
英
　
昭
　
倫
　
子
　
船
津

吉
川
　
晃
輝
　
　
晃
　
司
　
三
　
華
　
船
津

赤
池
　
千
紘
　
　
　
洋
　
　
佑
季
子
　
船
津

赤
池
　
真
紘
　
　
　
洋
　
　
佑
季
子
　
船
津

山
中
隆
之
介
　
　
嘉
　
男
　
典
　
子
　
小
立

瀧
　
　
柑
太
　
　
陽
　
一
　
　
恵
　
　
小
立

渡
邉
　
音
緒
　
　
裕
　
高
　
有
　
紀
　
小
立

井
出
　
　
遼
　
　
昌
　
克
　
　
薫
　
　
浅
川

小
野
こ
と
は
　
　
　
圭
　
　
こ
み
ち
　
河
口

在
原
　
百
音
　
　
綱
　
樹
　
千
　
恵
　
勝
山

小
佐
野
大
雅
　
　
一
　
磨
　
佳
央
里
　
勝
山

野
口
琥
太
郎
　
　
大
　
介
　
美
奈
子
　
勝
山

外
川
さ
だ
江
　
59
歳
　
外
川
　
十
九
　
船
津

雨
宮
　
英
二
　
76
歳
　
雨
宮
　
由
幸
　
船
津

渡
邊
ゆ
う
子
　
88
歳
　
渡
邊
　
恒
雄
　
船
津

一
條
　
保
和
　
79
歳
　
一
條
　
幸
保
　
船
津

こ
　
う

ひ
　
な

し
ゅ
し
ゅ

し
ょ
う
え
い

は
る
ち
か

こ
う
　
き

ち
　
ひ
ろ

か
ん
　
た

ね
　
お

も
　
ね

た
い
　
が

り
ょ
う

ま
　
ひ
ろ

か
ず
　
ま

こ
う
の
す
け

り
ゅ
う
の
す
け

こ
　
た
ろ
う

お子さんに関する
悩み相談を受け付けます
相談員：山口真澄・小林真弓

電話：０５５５－８３－３０２２

携帯電話：０９０－４３７０－２６１５

E-mail：ed-center@docomo.ne.jp

       ed-center@kawaguchiko.ne.jp

相談時間は調整することができます。お気軽にどうぞ。

今月の相談日…７月８日、７月２２日

午後１時３０分～、午後２時３０分～ （毎月第２、第４水曜日）　

会 場… 中央公民館　第２会議室

●個別相談
　日時： ７月２５日(土)午後１時３０分～４時３０分
　場所：中央公民館
　対象：幼児から中学生までの子と保護者

＊ 相談希望者は予約が必要です。生涯学習課までご連絡ください。
＊ 相談内容、個人情報等のは一切厳守いたします。

女性なんでも相談
のお知らせ ☆育児・心の悩み・身体の事など。お気軽にご相談下さい。

　予約制です。下記までお申込み下さい。
お問合せ・お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】

川辺先生の教育相談
新津小児科

「親と子の相談室」カウンセラー
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知
り
た
い
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
相
談
会

借
金
問
題
で
お
悩
み
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
！

　
町
で
は
、
毎
月
20
日
に
「
多
重
債
務
相
談

窓
口
」
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
自
ら
の
収

入
で
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱

え
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
専

門
の
相
談
員
が
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
上
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
＝
７
月
の
多
重
債
務
相
談
日
＝

○
日
　
程
　
　
７
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

〇
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
研
修
室

●
国
の
機
関
が
行
う
相
談
窓
口

　
◆
甲
府
財
務
事
務
所
多
重
相
談
窓
口
　

　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
２
６
１

　
　
　F

A
X
０
５
５
‐
２
５
３
‐
３
３
１
０

●
曜
日
・
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
12
時
、

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

※
必
要
に
応
じ
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の

　
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

　
社
会
保
険
庁
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
の
発
送
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
の
は
、
す
べ
て
の
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
の
被
保
険
者
で
、
今
後
毎
年
１

回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
保
険
者
の
誕
生
月
に
送

付
さ
れ
ま
す
。
通
常
は
水
色
の
封
筒
で
届
き

ま
す
が
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
届
い
た
方

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
オ
レ
ン
ジ
色
の
「
定
期
便
」
は
、
年
金
記
録

に
も
れ
や
誤
り
の
あ
る
可
能
性
が
高
い
場

合
や
、
標
準
報
酬
月
額
が
過
去
に
遡
っ
て
訂

正
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
場
合
で
す
。

　
平
成
21
年
度
の
「
定
期
便
」
の
大
き
な
特

徴
と
し
て
厚
生
年
金
加
入
期
間
の
す
べ
て

の
標
準
報
酬
月
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
が
受
け
取
る
報
酬
額
を
区
切
り

の
良
い
金
額
に
置
き
換
え
た
も
の
で
、
保
険

料
額
と
年
金
額
を
決
め
る
も
と
に
な
る
数

字
で
す
。
実
際
の
報
酬
額
と
標
準
報
酬
月
額

に
大
き
な
開
き
が
な
い
か
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
方
は
回
答
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

○
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
未
回
答
の
人

○
58
歳
に
な
る
人

○
標
準
報
酬
月
額
が
誤
っ
て
い
る
可
能
性

　
が
あ
る
人

※
一
般
の
回
答
票
は
白
色
で
す
が
、
回
答
が 

　
特
に
必
要
な
方
は
、
青
色
の
も
の
で
す
。

　
そ
れ
以
外
の
方
は
、
誤
り
が
あ
る
と
き
だ

　
け
回
答
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
　
総
合
窓
口
課
　

　
　
　
　
　
　
　
℡
７
２
‐
１
１
１
４

※
毎
月
、
相
談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の

　
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
７
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
は
昼
休
み
）

■
会
　
場
　
中
央
公
民
館

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

人口

男

女

世帯

　　25,909人
(＋1)

 12,743人
(＋1)

 13,166人
　(±0)

 9,024  
(＋4)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

6月1日現在の
人口・世帯

Happy Wedding

渡
邊
　
文
彦
　
79
歳
　
渡
邊
志
津
江
　
小
立

渡
邊
　
俊
夫
　
90
歳
　
渡
邊
　
恒
夫
　
小
立

外
川
　
重
三
　
62
歳
　
外
川
　
泰
子
　
浅
川

中
田
キ
ヨ
ミ
　
89
歳
　
中
田
　
　
皓
　
河
口

堀
内
た
け
子
　
89
歳
　
堀
内
　
千
秋
　
大
石

堀
内
　
勝
正
　
89
歳
　
堀
内
　
　
保
　
大
石

堀
内
　
克
已
　
85
歳
　
堀
内
　
克
弘
　
勝
山

三
浦
　
惠
子
　
59
歳
　
三
浦
　
　
隆
　
長
浜

榑
沼
ち
と
志
　
86
歳
　
榑
沼
　
　
男
　
富
士
ヶ
嶺

渡
邊
　
純
人 

 

＝ 
 

渡
邉
さ
と
み
　
小
立

鈴
木
　
唯
一 

 

＝ 
 

相
澤
美
恵
子
　
小
立

石
井
　
亮
有 

 

＝ 
 

古
屋
　
友
理
　
小
立

渡
邉
　
　
尊 

 

＝ 
 

平
川
　
幸
枝
　
大
石

石
橋
　
　
智 

 

＝ 
 

小
佐
野
恵
里
香
　
勝
山

刑
部
　
陽
介 

 

＝ 
 

小
佐
野
れ
み
　
勝
山

長
田
　
和
之 

 

＝ 
 

在
原
　
千
佳
　
勝
山

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

日 
 
 

時
　
8
月
4
日 (

火)

　
　
　 

 
 

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場 
 
 

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

■日　程　７月23日（木）

　　　　　午前10時～12時

　　　　　午後１時～３時

■場　所　富士河口湖町役場

　　　　　　１階　研修室（受付）、104会議室

■内　容　消費生活・労働・土地住宅・法律相談

●問合先　県民生活センター相談・啓発スタッフ

　　　 　  ℡０５５‐２２３‐１５１７

　　　　　町役場企画課地域情報係　℡72‐6023

☆県民移動相談の開催☆

　県民生活センター共催事業の無料相談を実施しま

す。消費生活・労働・土地住宅・法律問題について専門

家による相談が受けられます。秘密は固く守られ、事

　　　　　前の予約等特別な手続きも不要ですので

　　　　　是非ご利用ください。




